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幕
末
維
新
期
に
お
け
る
私
塾
と
地
域
社
会

―
筑
後
国
御
井
郡
の
柳
園
塾
―

時

里

奉

明

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
幕
末
維
新
期
に
筑
後
国
御
井
郡
に
存
在
し
た
私
塾
柳
園
塾
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
地
域
社
会
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

一
九
三
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
筑
後
名
鑑
（
三
井
郡
之
巻
）』
は
、「
三
井
郡
」

の
名
士
一
五
〇
人
を
取
り
上
げ
、
各
人
の
履
歴
を
た
ど
り
な
が
ら
解
説
し
て
い

る
。
い
く
つ
か
の
市
郡
も
『
筑
後
名
鑑
』
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
内
容
は
歴
史
で

あ
っ
た
り
、
人
名
録
で
あ
っ
た
り
、
編
纂
方
針
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
三
井
郡

の
場
合
、「
顔
写
真
付
き
」
の
人
名
録
を
編
纂
し
て
い
る1

。

三
井
郡
は
一
八
九
六
年
、
御
井
郡
・
御
原
郡
・
山
本
郡
の
三
郡
が
合
併
し
て
成

立
し
た
。
当
時
は
福
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
西
寄
り
に
位
置
し
て
い
た
が
、
一
九
二
三

年
に
郡
制
が
廃
止
さ
れ
た
あ
と
、
三
井
郡
か
ら
離
脱
す
る
町
村
が
相
次
ぎ
、
現
在

は
太
刀
洗
町
の
み
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
『
筑
後
名
鑑
（
三
井
郡
之
巻
）』
は
、
一
九
二
二
年
に
編
纂
を
開
始
し
て

か
ら
刊
行
す
る
ま
で
約
十
年
か
か
っ
て
お
り
、
相
当
難
航
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
編
纂
・
発
行
人
で
あ
っ
た
西
村
延
次
郎
は
、「
発
刊
の
辞
」
と
と
も
に
、「
井
上

昆
江
先
生
」
と
い
う
一
文
を
載
せ
て
い
る
。
冒
頭
の
文
章
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

今
回
本
稿
を
草
す
る
に
当
り
老
境
に
あ
る
大
部
分
の
方
々
は
同
先
生
の
塾
に

あ
り
て
修
学
せ
ら
れ
し
事
を
知
る
に
及
び
、
茲
に
倉
富
了
一
氏
の
過
般
筑
後

新
聞
紙
上
に
発
表
せ
ら
れ
た
る
同
先
生
に
関
す
る
精
密
な
る
調
査
に
な
る
一

遍
を
転
載
し
て
先
生
の
徳
を
回
顧
す
る
事
も
又
無
意
味
に
あ
ら
ざ
る
べ
し

井
上
昆
江
（
一
八
二
七－

八
八
）
は
、
筑
後
国
御
井
郡
大
城
村
（
現
久
留
米
市

北
野
町
大
城
）
で
柳
園
塾
と
い
う
私
塾
を
運
営
し
、
子
弟
を
教
育
し
て
い
る
。
昆

江
が
柳
園
塾
を
閉
じ
た
の
は
い
つ
な
の
か
、
一
八
八
五
年
と
一
八
八
八
年
の
二
説

あ
る
が
、
筆
者
は
前
者
が
有
力
で
あ
る
と
考
え
て
い
る2

。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
柳

園
塾
の
閉
塾
か
ら
『
筑
後
名
鑑
（
三
井
郡
之
巻
）』
の
刊
行
ま
で
、
半
世
紀
近
く

経
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

西
村
に
よ
る
と
、
三
井
郡
の
名
士
で
老
境
の
人
た
ち
の
大
半
は
、
柳
園
塾
出
身

者
だ
と
い
う
。
そ
の
な
か
に
は
、
表
3
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
衆
議
院
議
員
を
は

じ
め
、
県
会
議
員
、
村
会
議
員
な
ど
の
政
治
家
、
村
長
、
学
校
長
な
ど
の
役
人
が

九
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多
数
い
る
よ
う
で
あ
る
。
若
い
こ
ろ
柳
園
塾
で
学
ん
だ
人
た
ち
は
、
の
ち
に
郷
土

の
指
導
者
に
な
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

私
塾
の
研
究
は
、
咸
宜
園
や
松
下
村
塾
な
ど
、
い
く
つ
か
の
有
名
塾
を
中
心
に

積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
私
塾
を
開
き
、
子
弟
を
教
育
し
た
学
者
や
教
育
者

に
つ
い
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た3

。
た
と
え
ば
、
咸
宜
園
と
廣
瀬
淡
窓
の
研
究

は
、
数
多
く
の
業
績
を
出
し
続
け
て
い
る4

。
そ
の
結
果
、
咸
宜
園
教
育
の
内
容
、

さ
ら
に
は
塾
生
の
生
活
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
時
々
に
直
面
し
た
新
た
な
問

題
に
取
り
組
む
動
態
的
な
内
実
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
未
解
明

で
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
が
、
咸
宜
園
の
完
成
さ
れ
た
静
態
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、

大
き
く
変
わ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
現
在
も
調
査
研
究
は
進
ん
で
お
り
、
そ
の

成
果
は
い
づ
れ
咸
宜
園
の
全
体
像
を
描
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る5

。

一
方
、
今
ま
で
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
地
方
の
私
塾
、
そ
れ
に
関
す
る
学

者
や
教
育
者
に
つ
い
て
の
研
究
は
必
ず
し
も
多
く
な
い6

。
ま
た
本
稿
で
取
り
上
げ

る
柳
園
塾
は
、
明
治
十
年
代
の
文
部
省
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
『
日
本
教
育
史
資

料
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い7

。
そ
も
そ
も
、
寺
子
屋
や
私
塾
の
全
国
的
な
普
及
・

拡
大
は
、
も
っ
ぱ
ら
近
世
日
本
の
教
育
水
準
の
高
さ
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
あ
り
方
は
地
域
差
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の

実
態
の
研
究
は
進
ん
で
は
い
な
い8

。
そ
の
た
め
、
私
塾
は
そ
の
地
域
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
、
軽
視
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
は
次
の
諸
点
に
注
意
し
な
が
ら
論
述
し
た
い
。
柳

園
塾
は
ど
う
い
う
人
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
育
て
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
柳
園
塾
の

内
容
を
簡
潔
に
説
明
し
、
次
に
門
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
出
自
を
も
ち
、
ど
の
よ

う
な
履
歴
を
経
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
柳
園
塾
は
明
治
以
降

の
地
域
社
会
に
何
を
遺
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
1
章

井
上
知
愚
・
昆
江
の
略
歴

柳
園
塾
は
御
井
郡
大
城
村
日
比
生
の
地
で
、
井
上
知
愚
（
一
八
〇
六－

一
八
六

〇
）・
昆
江
の
父
子
二
代
に
わ
た
り
運
営
さ
れ
た
漢
学
塾
で
あ
っ
た
。
柳
園
塾
は

明
治
維
新
を
は
さ
ん
で
、
一
八
二
七
年
か
ら
一
八
八
五
年
ま
で
約
六
〇
年
間
続
い

た9

。
表
1
は
井
上
父
子
の
略
歴
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
表
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、

二
人
の
略
歴
を
説
明
し
て
お
こ
う10

。

第
1
節

井
上
知
愚

知
愚
は
一
八
〇
六
年
、
久
留
米
藩
士
で
あ
る
井
上
要
左
衛
門
勝
寛
の
次
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
知
愚
は
号
、
通
称
は
直
次
郎
と
い
う
。
父
の
勝
寛
と
同
じ
く
、
小

倉
の
渡
辺
有
眼
斎
綱
昌
に
新
以
心
流
居
合
剣
術
を
学
び
、
わ
ず
か
七
歳
（
以
下
、

年
齢
は
数
え
年
）
で
免
許
を
得
て
い
る
。
ま
た
柔
術
、
槍
術
に
も
秀
で
、
武
道
に

長
じ
て
い
た
。

一
八
二
〇
年
七
月
、
知
愚
は
一
五
歳
で
咸
宜
園
に
入
り
、
廣
瀬
淡
窓
に
師
事
す

る11

。
知
愚
は
帰
郷
と
帰
塾
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
月
旦
評
に
お
い
て
順
調
に
昇

級
を
続
け
た
。一
八
二
三
年
十
一
月
、知
愚
は
淡
窓
の
代
理
で
日
田
代
官
所
へ
行
っ

て
お
り12

、
そ
の
後
も
代
理
で
た
び
た
び
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
淡
窓
が

知
愚
を
信
頼
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
も
知
愚
は
昇
級
を
重
ね
、
一
九

二
五
年
五
月
塾
長
に
な
っ
た13

。
知
愚
が
退
塾
し
て
帰
郷
し
た
の
は
、
一
八
二
六
年

が
有
力
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る14

。

九
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表1 井上知愚・昆江略年譜

事 項
知愚、誕生
父勝寛と同じく小倉の渡辺有眼斎綱昌に新以心流居合剣術を学び免許を得る、のち
に印可皆伝
知愚、咸宜園入塾
知愚、淡窓の代理で代官所へ行く、その後たびたび使いをする
知愚、塾長になる
知愚、この年に帰郷か？
知愚、開塾を淡窓に相談し許される、この年開塾か？
昆江、誕生
知愚、勝寛死去により浪人格を相続、月に数回藩士に居合術を指導
昆江、咸宜園入塾
昆江、舎長になる
昆江、咸宜園を退塾して帰郷する、以後父の塾で働く
昆江、都講に追任される
知愚、右筆格となり七人扶持を賜る、淡窓、祝詞を贈る
知愚、死去（55）、昆江が塾を継ぐ
昆江、藩命により戊辰戦争に従軍（戦争終結により引き返す）
昆江、久留米師範学校教誨になる
柳園塾は4年生の私立中学校「柳園学校」となる
昆江、咸宜園の再興のため日田に移る、この時閉塾か？
昆江、近々帰郷の予定
昆江、死去（62）
昆江の門人、墓碑を建てる
昆江の門人、追悼会を善導寺恵照院で行う
『昆江井上先生』刊行
昆江の末娘宮原サメ、昆江の50年忌法要を行う

出典：『昆江井上先生』1937年、『増補淡窓全集』1971年、『久留米人物誌』1981年、倉富了一「井上昆江（上）（下）」
『筑後』1934年、「咸宜園門下生略伝（六）井上知愚・井上昆江」『咸宜園教育研究センター研究紀要』第
8号、2019年、『廣瀬本家日記』（公益財団法人廣瀬資料館所蔵）、『北野町史誌』1991年、より作成。

日

2
1
10

5
26
9
25
1
1

27
10
16

26
5
16

月

8

7
11
5

春
10
1
9
11
1
1
2
閏3

2

9
5
8
5
10
6
8

年
文化3

文化9

文政3
文政6
文政8
文政9
文政10
文政10
文政11
天保14
弘化3
弘化4
弘化4
嘉永5
安政7
明治2
明治10
明治10
明治18
明治19
明治21
明治22
大正14
昭和12
昭和12

西暦
1806

1812

1820
1823
1825
1826
1827
1827
1828
1843
1846
1847
1847
1852
1860
1869
1877
1877
1885
1886
1888
1889
1925
1937
1937
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一
八
二
七
年
の
春
ご
ろ
、
知
愚
は
故
郷
か
ら
淡
窓
を
訪
ね
た
。
淡
窓
は
後
年
、

そ
の
時
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

井
上
直
次
郎
筑
後
ヨ
リ
来
訪
ヒ
、余
ニ
請
ウ
テ
言
ヒ
ケ
ル
ハ
、郷
里
ノ
子
弟
、

某
ニ
教
ヲ
受
ケ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
者
多
シ
。
某
不
才
浅
学
ヲ
以
テ
辞
ス
ト
イ
ヘ

ト
モ
、
猶
請
ウ
テ
止
マ
ス
。
父
命
シ
テ
曰
ハ
ク
、
日
田
ニ
行
イ
テ
先
生
ニ
問

ヒ
、
先
生
以
テ
可
ト
セ
ハ
之
ヲ
始
メ
、
不
可
ト
セ
ハ
ヤ
ム
ヘ
シ
ト
。
願
ハ
ク

ハ
先
生
ノ
一
言
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
セ
ン
ト
。
余
乃
之
ヲ
許
セ
リ
。
直
次
郎
是
ニ

於
テ
塾
ヲ
開
キ
、
四
方
ノ
生
徒
ヲ
誘
引
ス
。
ソ
ノ
後
門
客
年
ヲ
追
ウ
テ
盛
ニ

ナ
リ
、
終
ニ
恒
遠
重
富
ノ
二
生
ト
、
鼎
足
ノ
勢
ヲ
ナ
セ
リ15

。

知
愚
は
郷
里
の
人
々
か
ら
教
え
を
乞
わ
れ
た
た
め
、
淡
窓
の
許
し
を
得
た
う
え

で
塾
を
開
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
柳
園
塾
」
の
誕
生
で
あ
る16

。
ま
た
、
そ
の
塾

は
恒
遠
醒
窓
の
蔵
春
園
（
豊
前
国
上
毛
郡
）、
重
富
縄
山
の
嚶
鳴
館
（
筑
後
国
竹

野
郡
）
と
並
ん
で
盛
ん
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
蔵
春
園
は
咸
宜
園
方
式
の

教
育
方
法
を
行
い
、
門
人
は
三
〇
〇
〇
人
を
数
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る17

。
嚶
鳴
館

は
、
柳
園
塾
と
近
い
距
離
に
あ
り
、
同
じ
久
留
米
藩
内
の
漢
学
塾
で
あ
っ
た18

。
両

塾
と
も
に
学
ん
だ
者
も
少
な
か
ら
ず
い
る19

。
淡
窓
の
門
人
の
な
か
で
帰
郷
し
て
塾

を
開
い
た
者
は
何
人
も
い
る
が
、
淡
窓
は
知
愚
を
二
人
と
同
様
、
優
秀
な
塾
主
と

評
価
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

知
愚
は
開
塾
の
翌
年
、
父
の
死
に
と
も
な
い
久
留
米
藩
の
浪
人
格
を
相
続
し
、

月
に
数
回
藩
士
に
居
合
術
を
指
導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
五
二
年
、
知
愚
は

長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
右
筆
格
と
な
り
七
人
扶
持
と
な
る
。
こ
の
時
、
師
の

淡
窓
か
ら
祝
詞
を
も
ら
っ
た
。知
愚
は
帰
郷
後
も
淡
窓
と
会
っ
た
り
、使
い
を
送
っ

た
り
し
て
お
り
、
積
極
的
に
関
係
を
続
け
て
い
た
。
一
八
六
〇
年
に
死
去
、
五
十

五
歳
で
あ
っ
た
。

第
2
節

井
上
昆
江

昆
江
は
一
八
二
七
年
、
知
愚
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
昆
江
は
号
、
通
称
は

栄
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
昆
江
の
誕
生
と
柳
園
塾
の
開
塾
は
、
同
じ
年
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
一
八
四
三
年
九
月
、
昆
江
は
一
七
歳
で
咸
宜
園
に
入
っ
て
い
る20

。
昆
江

は
月
旦
評
で
着
実
に
昇
級
を
続
け
た
。
入
塾
し
て
三
年
後
の
一
八
四
六
年
十
月
、

月
旦
評
最
上
位
の
九
級
に
昇
級
し
、
翌
月
「
舎
長
」
と
な
っ
て
お
り
、
淡
窓
は
塾

内
の
最
高
職
で
あ
る
「
都
講
」
に
準
じ
る
と
み
な
し
て
い
る21

。
他
の
塾
生
の
な
か

で
も
、
早
い
昇
級
で
あ
っ
た22

。
翌
一
八
四
七
年
一
月
、
昆
江
は
退
塾
し
て
帰
郷
す

る
が
、
そ
の
直
後
都
講
に
追
任
さ
れ
て
い
る23

。
在
塾
者
以
外
の
者
が
都
講
に
任
命

さ
れ
る
の
は
前
例
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
淡
窓
は
昆
江
を
高
く
評
価
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
昆
江
も
ま
た
知
愚
と
同
様
、
帰
郷
し
た
あ
と
も
淡
窓
と
関
係
を
続

け
て
い
る
。

帰
郷
し
た
昆
江
は
、
知
愚
の
塾
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
知
愚
と
同
じ

く
、
居
合
な
ど
の
武
道
に
秀
で
て
い
た
と
い
う
。
知
愚
の
死
後
は
、
昆
江
が
あ
と

を
継
い
だ
。

明
治
以
降
の
昆
江
は
、
ど
の
よ
う
な
経
歴
を
送
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
昆
江
は
戊

辰
戦
争
に
久
留
米
藩
士
と
し
て
従
軍
し
、
東
北
地
方
で
戦
っ
て
い
る
。
一
八
七
六

年
に
久
留
米
師
範
学
校
の
教
誨
と
な
り
、
翌
一
八
七
七
年
に
は
柳
園
塾
を
「
柳
園

学
校
」
と
改
称
し
て
私
立
中
学
校
へ
転
換
し
て
い
る
。
昆
江
は
学
制
に
対
応
し
、

柳
園
塾
の
名
称
や
形
態
を
変
え
て
も
存
続
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
そ
れ
か
ら
八
年
ほ
ど
で
、
昆
江
は
郷
里
を
去
り
日
田
へ
移
る
こ
と
に
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な
っ
た
。
一
八
八
五
年
九
月
、
昆
江
は
咸
宜
園
再
興
の
た
め
、
都
講
と
し
て
迎
え

ら
れ
た
の
で
あ
る24

。
同
年
二
月
、
廣
瀬
濠
田
が
新
し
い
塾
主
と
な
り
、
咸
宜
園
の

再
興
を
図
っ
た
。
濠
田
は
淡
窓
の
養
子
で
あ
っ
た
青
邨
の
長
男
で
、
廣
瀬
林
外
が

塾
主
だ
っ
た
時
の
咸
宜
園
で
学
ん
で
い
る25

。
昆
江
は
明
治
に
な
っ
て
も
、
依
然
と

し
て
漢
学
を
中
心
に
教
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る26

。
咸
宜
園
の
門
人
の
な
か
で

も
、
漢
学
を
担
当
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た

昆
江
の
状
況
を
考
え
る
と
、「
柳
園
学
校
」
は
こ
の
時
に
閉
じ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
咸
宜
園
で
教
え
た
の
は
八
ヶ
月
足
ら
ず
で
あ
り
、
翌
一
八
八
六
年

に
は
郷
里
の
大
城
村
に
戻
っ
て
い
る
。帰
郷
の
理
由
は
、日
田
滞
在
中
に
病
を
患
っ

た
た
め
と
さ
れ
て
い
る27

。し
か
し
、昆
江
の
末
娘
に
あ
た
る
宮
原
サ
メ
の
言
葉
に
、

「
翌
年
郷
里
に
帰
り
、
間
も
な
く
病
魔
に
襲
は
れ
て
大
層
衰
弱
致
し
ま
し
た28

」
と

あ
り
、
先
述
し
た
通
説
と
整
合
が
つ
か
な
い
。
し
か
し
、
サ
メ
は
そ
れ
以
上
の
こ

と
を
語
っ
て
は
い
な
い
。
昆
江
が
病
を
患
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
は
い
つ
な
の
か
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
帰
郷
の
理
由
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
昆
江
は
二
年
後
の
一
八
八
八

年
に
死
去
し
た
。
六
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
見
て
み
る
と
、
父
子
の
共
通
点
は
多
い
。
両
者
ど
ち
ら
も
咸
宜
園
で

優
秀
な
成
績
を
修
め
、
塾
生
の
最
高
職（
塾
長
、
都
講
）ま
で
登
り
詰
め
て
い
る
。

咸
宜
園
で
最
高
職
に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
塾
生
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
う

え
、
二
人
と
も
居
合
・
剣
術
・
柔
術
・
槍
術
な
ど
の
武
道
に
通
じ
て
い
た
。
文
武

両
道
を
極
め
た
父
子
の
資
質
が
、
柳
園
塾
教
育
の
基
盤
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。

第
2
章

柳
園
塾
の
教
育
内
容

現
在
柳
園
塾
の
教
育
内
容
が
多
少
な
り
と
も
わ
か
る
の
は
、
昆
江
の
塾
長
時
代

で
あ
る
。
一
九
三
七
年
、
昆
江
没
後
五
十
年
を
迎
え
、
末
娘
の
宮
原
サ
メ
が
門
人

の
倉
富
了
一
に
依
頼
し
、
遺
稿
や
資
料
を
集
め
、
一
冊
に
ま
と
め
て
刊
行
し
た
の

が『
昆
江
井
上
先
生
』で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
書
籍
に
も
と
づ
い
て
説
明
し
た
い
。

第
1
節

柳
園
塾
の
生
活

昆
江
の
自
宅
は
平
屋
で
、
講
義
室
を
設
け
る
と
同
時
に
、
家
族
と
暮
ら
し
て
い

た
。
塾
舎
は
自
宅
の
隣
に
あ
り
、
瓦
葺
き
二
階
建
て
一
棟
と
北
側
の
便
所
で
、
合

わ
せ
て
三
〇
坪
で
あ
っ
た
。
塾
舎
の
一
階
の
一
部
と
二
階
が
、
塾
生
の
自
修
室
及

び
寝
室
に
な
っ
て
い
た
。
部
屋
に
押
入
や
棚
な
ど
は
な
く
、「
寝
具
書
籍
箱
其
他

の
物
品
雑
陳
さ
れ
、
宛
然
古
物
商
店
式
の
奇
観29

」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
四
方
の
壁

に
窓
を
開
け
て
い
る
が
、
風
雨
を
防
ぐ
時
に
は
戸
板
式
の
窓
枠
を
卸
し
て
い
た
。

畳
は
塾
生
二
人
に
対
し
一
枚
に
限
ら
れ
て
お
り
、
あ
と
は
板
間
で
あ
っ
た
。
灯
火

は
葉
鉄
製
の
カ
ン
テ
ラ
で
、
火
屋
の
代
わ
り
に
綿
糸
や
紙
の
縒
り
を
用
い
た
が
、

そ
の
光
は
仄
暗
く
、
臭
気
は
鼻
を
衝
い
た
。
井
戸
は
塾
舎
の
南
に
あ
っ
た
が
、
や

や
泥
混
じ
り
の
水
だ
っ
た
。塾
生
の
な
か
に
は
、設
備
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
に
、

不
平
を
漏
ら
す
も
の
も
い
た
と
い
う30

。

塾
舎
の
仕
事
は
、
舎
長
以
下
の
役
員
が
分
担
し
て
行
っ
て
い
た
。
炊
事
は
昆
江

宅
で
行
い
、
女
中
が
塾
舎
の
食
堂
に
持
ち
込
ん
で
い
た
。
飯
は
三
食
と
も
丼
一
杯

で
、
お
代
わ
り
は
有
償
で
あ
っ
た
。
朝
は
汁
一
椀
に
野
菜
の
漬
物
、
昼
は
漬
物
の

み
、
夜
は
野
菜
の
煮
物
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
風
呂
は
昆
江
の
家
族
と
共
同
で
使

一
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用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
塾
費
は
現
在
（
一
九
三
七
年
）
の
一
ヶ
月
分
で
当
時

の
半
年
分
、
あ
る
い
は
一
年
分
に
相
当
し
た
と
い
う
。
こ
の
記
述
は
、
具
体
的
な

金
額
を
明
記
し
て
い
な
い
う
え
、
五
〇
年
以
上
前
の
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
は
あ

る
が
、
柳
園
塾
の
塾
費
が
格
安
だ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
塾

生
の
様
子
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

門
生
は
概
ね
粗
衣
粗
食
を
本
分
と
し
て
、
意
気
頗
る
旺
盛
、
同
情
に
富
み
、

協
力
に
富
み
、
水
魚
の
親
、
金
蘭
の
交
、
詩
吟
朗
朗
、
撃
剣
も
励
み
、
議
論

も
努
め
、
豪
傑
自
ら
許
す
の
徒
あ
り
、
時
に
は
当
路
の
粃
政
談
に
慷
慨
悲
憤

す
る
の
輩
も
あ
り
、
要
す
る
に
質
実
剛
健
の
持
主
に
し
て
、
今
の
文
弱
学
生

と
比
較
す
べ
き
に
あ
ら
ず31

塾
生
は
昆
江
の
家
族
と
共
同
生
活
を
営
み
、
衣
食
住
は
質
素
過
ぎ
る
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
塾
生
は
自
由
な
風
潮
の
な
か
で
、
お
互
い
に
協
力
し
あ
い
な

が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
武
道
に
励
ん
で
い
た
の
も
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
塾
を
経
営
し
、
塾
生
を
育
て
て
い
た
昆
江
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
昆
江
の
人
と
な
り
を
よ
く
示
し
て
い
る
文
章
を
紹

介
し
て
お
こ
う
。

先
生
は
鍛
錬
又
鍛
錬
、
筋
骨
逞
し
き
偉
丈
夫
、
背
長
の
割
に
は
面
太
く
、
頭

は
斬
髪
の
常
に
長
く
、
貫
目
充
溢
、
一
歩
忽
か
せ
に
せ
ざ
る
底
の
堂
々
た
る

態
度
の
所
有
者
な
り
き
。秋
霜
を
以
て
自
ら
律
し
、春
風
を
以
て
人
に
接
し
、

威
あ
り
て
猛
か
ら
ず
、
親
む
べ
く
し
て
褻
る
べ
か
ら
ず
。
是
故
に
人
と
争
は

れ
ず
、
而
し
て
人
は
常
に
先
生
に
服
し
た
り
。
そ
の
家
族
に
臨
ま
る
ゝ
や
厳

厲
な
ら
ず
、
随
つ
て
叱
咤
の
声
の
婢
僕
に
至
り
し
こ
と
絶
無
な
り
。
門
人
に

於
け
る
も
亦
然
り32

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
昆
江
は
武
道
家
と
し
て
の
風
貌
を
も
ち
、
自
分
を
厳
し

く
律
す
る
一
方
、
家
族
や
召
使
い
を
は
じ
め
、
ど
ん
な
人
に
対
し
て
も
等
し
く
寛

容
で
あ
り
、
師
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
人
柄
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
2
節

柳
園
塾
の
教
育

塾
生
の
入
門
は
、
学
制
以
前
は
初
め
か
ら
、
学
制
以
後
は
初
等
教
育
を
終
了
し

て
か
ら
許
可
し
た
。
入
門
者
一
人
に
古
参
の
塾
生
一
人
を
あ
て
、
素
読
と
い
う
読

方
の
み
を
行
い
、
そ
の
進
歩
に
よ
り
聴
講
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

学
問
内
容
は
朱
子
学
が
中
心
で
あ
り
、
講
義
は
朱
註
に
よ
っ
た
。
講
義
の
テ
キ

ス
ト
は
、『
大
学
』、『
中
庸
』、『
論
語
』、『
孟
子
』の
四
書
、『
詩
経
』、『
書
経
』、

『
易
経
』、
そ
し
て『
十
八
史
略
』、『
春
秋
左
氏
伝
』、『
唐
詩
選
』、『
文
章
軌
範
』、

『
唐
宋
八
家
文
』
な
ど
で
あ
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
は
四
書
五
経
か
ら
歴
史
書
、
漢
詩

文
に
及
ん
で
い
る
。
講
義
は
自
宅
の
一
室
で
あ
る
講
堂
で
行
っ
た
。
午
前
は
二
つ

の
講
義
で
、
最
初
の
講
義
は
全
塾
生
、
次
の
講
義
は
上
級
生
の
み
で
あ
っ
た
。
午

後
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
質
疑
応
答
は
な
か
っ
た
。

講
義
数
回
の
あ
と
、
会
読
を
行
っ
て
い
る
。
会
読
は
抽
選
で
席
次
を
決
め
、
昆

江
の
出
席
を
求
め
、
採
点
簿
に
記
名
し
た
。
上
席
か
ら
通
読
講
義
を
行
い
、
合
格

者
に
は
読
方
一
点
・
講
義
二
点
の
定
点
を
与
え
、
不
合
格
者
に
は
欠
点
を
付
し
て

次
席
に
回
し
た
。
そ
し
て
、
合
格
者
が
出
る
ま
で
順
番
に
席
次
を
続
け
て
、
合
格

者
が
出
る
と
そ
れ
ま
で
の
点
数
を
合
計
し
た
。
そ
の
た
め
、
合
格
者
一
回
の
得
点

は
自
分
以
外
の
点
数
を
合
わ
せ
て
、
数
十
点
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
上
級
生
は
任
意
の
独
見
会
が
あ
っ
た
。
聴
講
以
外
の
書
籍
を
選
択
し
、

一
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最
も
難
し
い
箇
所
を
取
り
上
げ
、
各
自
予
習
す
る
。
そ
し
て
、
本
番
で
は
次
席
よ

り
上
席
に
問
い
、
も
し
上
席
者
が
そ
の
箇
所
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、順
番
に
次
席
へ
と
回
っ
て
い
く
。昆
江
は
火
鉢
を
持
ち
出
し
、机
に
よ
り
て
、

喫
煙
し
な
が
ら
聞
い
た
。
上
級
生
の
な
か
で
、
文
意
の
解
釈
が
分
か
れ
た
り
、
文

章
が
難
解
だ
っ
た
り
す
る
と
、甲
論
乙
駁
、口
角
泡
を
飛
ば
し
て
激
論
に
な
っ
た
。

そ
の
時
に
昆
江
の
判
断
を
仰
い
だ
が
、
昆
江
は
議
論
の
優
劣
を
判
断
し
て
解
決
す

る
こ
と
を
常
と
し
た
と
い
う
。

柳
園
塾
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
咸
宜
園
の
教
育
方
法
を
採
用
し
て
い
る
の
は
、

漢
詩
文
教
育
と
月
旦
評
で
あ
る
。
そ
の
内
実
は
と
も
か
く
、
形
式
的
に
は
咸
宜
園

教
育
の
主
要
な
方
法
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

昆
江
は
毎
日
午
前
九
時
ご
ろ
ま
で
に
、
塾
生
が
提
出
し
た
漢
詩
文
を
添
削
し
て

い
る
。
詩
は
一
日
二
首
以
下
、
文
は
一
編
に
限
っ
た
。
昆
江
は
甲
乙
丙
の
評
価
と

と
も
に
批
評
文
を
記
し
た
が
、
相
当
出
来
の
悪
い
詩
や
文
に
対
し
て
も
、
そ
の
程

度
に
合
わ
せ
て
対
応
し
、
添
削
さ
え
で
き
な
い
も
の
に
限
り
再
考
を
命
じ
た
。
あ

る
門
人
は
、
そ
の
懇
切
さ
と
努
力
は
到
底
常
人
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
評
し

て
い
る
。
漢
詩
文
と
も
に
二
十
か
ら
三
十
に
な
っ
た
ら
、
推
敲
と
称
し
て
各
自
集

録
し
て
再
提
出
さ
せ
、
朱
を
用
い
て
批
評
し
、
巻
尾
に
は
賛
辞
を
つ
け
た
。
漢
詩

文
を
作
る
こ
と
は
、
情
操
を
育
み
、
豊
か
な
人
間
性
を
つ
く
る
目
的
と
と
も
に
、

知
識
人
必
須
の
教
養
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ
っ
た
。
昆
江

は
塾
生
た
ち
を
鍛
え
て
、
社
会
に
有
用
な
人
間
を
育
成
す
る
こ
と
に
精
力
を
注
い

だ
の
で
あ
ろ
う
。

月
旦
評
は
、
咸
宜
園
教
育
を
代
表
す
る
方
法
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
柳
園
塾
で

は
別
に
試
験
は
し
な
い
が
、
三
、
四
ヵ
月
ご
と
に
一
回
、
塾
生
総
掛
か
り
で
調
査

し
、
成
績
表
を
各
級
別
に
作
成
し
て
提
出
し
た
。
昆
江
は
こ
れ
を
検
査
し
て
、
進

級
す
べ
き
か
否
か
を
査
定
し
、
席
次
を
変
更
し
て
、
月
始
め
に
一
覧
表
を
発
表
し

た
。
こ
れ
を
月
旦
評
と
称
し
て
い
る
。
咸
宜
園
の
月
旦
評
は
、
試
験
を
実
施
し
た

う
え
、
毎
月
行
う
の
が
恒
例
で
あ
っ
た33

。

こ
の
よ
う
に
、
昆
江
は
咸
宜
園
の
教
育
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
咸
宜
園

方
式
の
ま
ま
で
は
な
く
、
塾
生
の
人
数
や
実
態
に
応
じ
て
工
夫
を
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る34

。

第
3
章

門
人
た
ち
の
分
析

第
1
節

門
人
名
簿
の
説
明

先
述
し
た
『
昆
江
井
上
先
生
』
の
巻
末
に
、
三
種
類
の
門
人
名
簿
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
合
計
二
八
五
人
の
名
前
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る35

。
最
初
の
名
簿
は「
柳

園
名
簿
」
と
い
う
名
称
で
、「
大
正
十
四
年
の
現
存
者
に
し
て
謝
恩
祭
当
時
の
調

査
に
係
る36

」
と
あ
り
、
八
五
人
の
名
前
と
住
所
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
五
年

十
月
二
十
六
日
、
昆
江
の
門
人
た
ち
は
、
久
留
米
市
の
善
導
寺
恵
照
院
で
追
悼
会

（
三
十
七
回
忌
）
を
行
っ
た
。
こ
の
名
簿
は
、
そ
の
時
の
参
列
者
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

あ
と
の
二
つ
は
、「
柳
園
名
簿
」
に
漏
れ
た
者
た
ち
を
「
現
存
者
の
記
憶
を
辿

り
て
録
せ
し
も
の
」
で
あ
り
、「
或
は
居
所
を
欠
き
名
を
逸
し
且
多
少
の
誤
差
あ

る
や
も
計
り
難
し
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た37

。
そ
れ
ら
が
「
門
人
名
簿
補
逸
」
の

七
五
人
と
「
門
人
名
簿
（
追
録
）」
の
一
二
五
人
で
あ
る
。
前
者
の
住
所
は
三
井

郡
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
後
者
の
住
所
は
国
名
の
み
、
郡
市
名
の
み
、
町
村
名

一
〇
三



の
み
と
情
報
が
限
ら
れ
て
お
り
、
空
欄
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
こ
う
し
た

事
実
か
ら
推
察
す
る
と
、「
柳
園
名
簿
」
の
あ
と
、
本
を
編
纂
す
る
一
九
三
七
年

ご
ろ
、
柳
園
塾
近
く
の
門
人
た
ち
を
意
識
し
て
一
つ
の
名
簿
と
し
、
そ
れ
以
外
の

門
人
た
ち
の
名
簿
を
も
う
一
つ
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
柳
園
塾
の
入
門
簿
は
、
存
在
し
た
の
か
否
か
も
含
め
て
、
確
認
で
き
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
誰
が
い
つ
入
塾
し
、
退
塾
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
つ

ま
り
、
門
人
名
簿
は
柳
園
塾
六
〇
年
間
の
う
ち
で
在
塾
し
て
い
た
人
々
の
記
録
と

い
う
性
格
に
な
る
。
ま
た
実
際
の
門
人
を
ど
の
程
度
正
確
に
書
き
留
め
て
い
る
か

も
判
然
と
し
な
い
。
後
述
す
る
通
り
、
知
愚
の
塾
長
時
代
の
門
人
が
漏
れ
て
い
る

の
が
わ
か
っ
て
い
る
。
門
人
名
簿
は
、
昆
江
の
塾
長
時
代
が
中
心
に
な
っ
て
い
る

と
推
察
で
き
る
。

一
方
、
三
つ
の
名
簿
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
名
前
と
住
所
の
二
つ
の
情
報
で

あ
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
名
前
と
住
所
に
よ
り
柳
園
塾
の
門
人
を
分
析
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

第
2
節

門
人
の
出
身
地

表
2
は
住
所
を
分
析
し
た
一
覧
で
あ
る
。
こ
の
住
所
を
出
身
地
と
み
な
し
て
お

き
た
い
。
府
県
別
に
よ
る
と
、
福
岡
県
二
〇
六
人
（
七
二
・
三
％
）
で
あ
り
、
次

点
は
熊
本
県
一
九
人
（
六
・
七
％
）
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
東
京
府
や
滋
賀
県
な

ど
距
離
が
離
れ
た
府
県
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
す
べ
て
一
桁
の
人
数
で

あ
り
、
す
べ
て
合
わ
せ
て
も
一
〇
人
台
で
あ
っ
た
。

福
岡
県
の
旧
国
別
で
は
、
筑
後
国
一
八
二
人
（
六
三
・
九
％
）、
筑
前
国
二
四

人
（
八
・
四
％
）
に
な
っ
て
い
る
。
柳
園
塾
の
存
在
す
る
御
井
郡
の
東
部
は
筑
前

国
に
接
し
て
い
る
が
、
同
国
出
身
の
門
人
は
一
〇
％
に
も
達
し
て
い
な
い
。
ま
た

豊
前
国
は
福
岡
県
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
国
出
身
者
は
い
な
い
。

筑
後
国
（
一
〇
〇
％
）
の
な
か
で
は
、
三
井
郡
一
三
二
人
（
七
二
・
五
％
）
が

最
も
多
く
、御
井
郡
か
ら
独
立
し
た
久
留
米
市
を
合
わ
せ
る
と
一
四
一
人（
七
七
・

五
％
）と
な
り
、
次
点
の
浮
羽
郡
三
三
人（
一
八
・
一
％
）を
引
き
離
し
て
い
る
。

ま
た
三
井
郡
（
一
〇
〇
％
）
の
旧
郡
別
で
は
、
御
井
郡
九
三
人
（
六
九
・
四
％
）、

山
本
郡
一
九
人
（
一
三
・
八
％
）、
御
原
郡
一
六
人
（
一
一
・
六
％
）
に
な
っ
て

い
る
。

全
門
人
数
か
ら
み
る
と
、
三
井
郡
の
割
合
は
四
九
・
五
％
と
圧
倒
し
て
い
る
。

門
人
は
全
体
の
ほ
ぼ
半
数
が
三
井
郡
出
身
で
あ
り
、
と
く
に
御
井
郡
に
集
中
し
て

い
る
。
柳
園
塾
の
門
人
は
近
隣
の
人
々
が
中
心
で
あ
っ
た
。

第
3
節

門
人
の
出
自
と
履
歴

表
3
は
、
門
人
名
簿
の
な
か
か
ら
三
井
郡
出
身
者
を
対
象
に
、『
三
井
郡
人
名

辞
書
』
な
ど
を
参
照
し
て
、
出
自
と
履
歴
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
井
郡
一

四
一
人
（
一
〇
〇
％
）
の
う
ち
、
出
自
や
経
歴
が
わ
か
る
の
は
四
三
人
（
三
〇
・

五
％
）
で
あ
る
。

ま
ず
、
出
自
は
庄
屋
な
ど
の
村
役
人
、
地
主
、
僧
侶
、
神
主
、
医
者
な
ど
が
多

い
。
次
に
、
経
歴
を
み
て
み
る
と
、
衆
議
院
議
員
、
県
会
議
員
、
郡
会
議
員
、
村

会
議
員
な
ど
の
政
治
家
、
村
長
、
学
校
長
な
ど
の
役
人
や
教
育
者
、
会
社
役
員
が

目
立
っ
て
い
る
。
僧
侶
や
医
者
も
多
い
。
以
上
の
事
実
を
ふ
ま
え
、
出
自
や
履
歴

を
総
合
す
る
と
、
近
世
の
指
導
層
や
知
識
層
が
、
近
代
で
も
そ
の
ま
ま
移
行
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
〇
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さ
ら
に
筆
者
は
、
咸
宜
園
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
三
井
郡
出
身
に
限

定
せ
ず
、
門
人
中
に
私
塾
を
経
営
し
た
者
が
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
て
み
た
。
そ

の
結
果
が
表
4
で
あ
る
。
こ
の
七
人
は
、
淡
窓
の
孫
弟
子
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る

人
物
に
な
る
だ
ろ
う
。

後
藤
顕
蔵
、
吉
富
復
軒
は
先
述
の
門
人
名
簿
に
名
前
が
な
い
が
、
二
人
と
も
知

愚
直
接
の
門
人
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
門
人
名
簿
は
知
愚

の
門
人
を
少
な
か
ら
ず
漏
ら
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
浮
羽
郡
出
身
が
大

半
を
占
め
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。

履
歴
に
よ
る
と
、
知
愚
や
昆
江
に
師
事
し
た
だ
け
で
な
く
、
廣
瀬
淡
窓
を
は
じ

め
、
重
富
縄
山
、
倉
富
篤
堂
、
米
谷
春
里
ら
複
数
か
ら
学
ん
で
い
る
者
も
い
る
。

重
富
、
倉
富
、
米
谷
は
咸
宜
園
の
門
人
で
あ
り38

、
い
わ
ば
咸
宜
園
グ
ル
ー
プ
か
ら

漢
学
を
学
び
、
地
元
で
私
塾
を
開
い
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
幕
末
維
新

期
で
も
あ
り
、
政
治
性
の
強
い
人
物
が
い
る
の
が
わ
か
る
。
後
藤
顕
蔵
は
国
学
も

学
び
、
明
治
の
欧
化
主
義
の
風
潮
に
悲
憤
し
て
身
を
投
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
る39

。

石
橋
六
郎
は
大
村
益
次
郎
の
暗
殺
事
件
に
関
係
あ
り
と
さ
れ
た
長
州
藩
士
の
大
楽

源
太
郎
を
匿
っ
た
理
由
で
処
罰
さ
れ
て
い
る40

。
ど
ち
ら
も
反
政
府
的
な
言
動
を
示

し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

こ
こ
で
代
表
的
な
門
人
を
三
人
取
り
上
げ
、
説
明
し
て
お
こ
う
。
佐
々
木
正
蔵

は
、
御
井
郡
光
行
村
の
佐
藤
家
に
生
ま
れ
、
同
郡
上
東
鰺
坂
村
の
庄
屋
で
あ
っ
た

佐
々
木
家
の
養
子
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
佐
々
木
は
戸
長
、
県
会
議
員
を
経

て
衆
議
院
議
員
に
な
り
、
当
選
一
〇
回
を
数
え
る
大
物
政
治
家
に
な
っ
た
。
と
り

わ
け
、
若
い
こ
ろ
か
ら
筑
後
川
の
治
水
に
奔
走
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お

り
、
後
年
「
治
水
翁
」
と
称
さ
れ
て
い
る41

。

表2 門人出身地の分析（人、％）

旧郡別（三井郡141人）

93（66．0）

19（13．5）

16（8．8）

11（6．0）

141（100．0）

出典：『昆江井上先生』1937年をもとに作成。
注：三井郡は1896年、御井郡、山本郡、御原郡を合併して成立。旧郡別の御井郡93人は、久留米市9人を含む。
久留米市域は、1889年に市制を施行するまで御井郡に属している。

御井郡

山本郡

御原郡

不明

計

→

郡市別（筑後182人）

132（72．5）

33（18．1）

9（4．9）

4（2．2）

3（1．6）

1（0．5）

182（100．0）

三井郡

浮羽郡

久留米市

八女郡

三潴郡

山門郡

計

→

旧国別285人

182（63．9）

24（8．4）

19（6．7）

7（2．5）

3（1．1）

2（0．7）

1（0．4）

47（16．5）

285（100．0）

筑後

筑前

肥後

肥前

武蔵

近江

讃岐

不明

計

府県別285人

206（72．3）

19（6．7）

4（1．4）

2（0．7）

2（0．7）

1（0．4）

1（0．4）

1（0．4）

1（0．4）

1（0．4）

47（16．5）

285（100．0）

福岡県

熊本県

佐賀県

滋賀県

東京府

長崎県

大分県

広島県

香川県

神奈川県

不明

計

一
〇
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表3 柳園塾門人名簿（三井郡）

備考
光明寺住職、本山布教使
明願寺住職

大地主、大堰外二ヶ村水利組合員、名誉村長

家系は庄屋、大堰村長
大堰村収入役、名誉村長
父は藩士、富多小学校長

郡会議員

保長、村会議員
教員、戸長、学務委員

光福寺住職

京都高等美術工芸学校卒、家業の機業を継ぐ
名誉村長、村会議員、郡会議員、三井電気軌道株式会社監査役
父は儒医、村医、校医、郡医師会長、伝染病院担当医

材木・肥料商、町会議員、三井電気軌道株式会社取締役

酒造家、郡会議員、筑水銀行専務取締役

庄屋、村会議員、郡会議員

医者
村会議員、名誉村長、山川小学校長
大地主、村会議員、郡会議員、村農会長

金島村長、金島銀行取締役
大堰村収入役、郡会議員、名誉職参事会員

出典：「柳園名簿」『昆江井上先生』1937年、『三井郡人名辞書』1913年、『筑後名鑑』1932年、『久留米人物誌』1981年より
作成。

注：1925年の現存者、謝恩祭当時の調査による。「人名辞書」の○は記載あり、－は記載なしを示す。以下、同じ。

人名辞書
○
－
－
－
－
－
○
－
○
○
○
－
○
－
－
－
○
－
－
－
－
－
－
－
○
－
○
○
○
－
－
○
－
○
－
○
－
－
○
○
－
－
－
○？
○？

大字名
三沢
横隈
上弓削
石﨑
石﨑
上高橋
守部
守部
友光
西原
富多
富多
守部

津遊
飯田
木塚
木塚
八重亀
八重亀
八重亀
八重亀
八重亀
稲数
稲数
赤司
仁王丸
塚島
舟端
日比生

蜷川
蜷川
常持

干潟

櫛原町
櫛原町
櫛原町
花畑

町村名
三国村
三国村
弓削村
弓削村
弓削村
大刀洗村
大堰村
大堰村
大堰村
大堰村
大堰村
大堰村
大堰村
善導寺村
善導寺村
善導寺村
善導寺村
善導寺村
金島村
金島村
金島村
金島村
金島村
大城村
大城村
大城村
大城村
大城村
大城村
大城村
北野町
北野町
大橋村
大橋村
大橋村
立石村
立石村
宮ノ陣村
合川村
小郡村
草野町
久留米市
久留米市
久留米市
久留米市

旧郡名
御原郡
御原郡
御井郡
御井郡
御井郡
御原郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
山本郡
山本郡
山本郡
山本郡
山本郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
山本郡
山本郡
山本郡
御原郡
御原郡
御井郡
御井郡
御原郡
山本郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡

姓名
清原峰鷲
久保山教語
轟久次郎
平野淳
速水新
上瀧順太郎
松隈常太郎
松隈茂蔵
中村繁吉
佐藤茂次郎
小城左並
小城左司馬
河原抵助
小笹眞太郎
福山峰雲
椋林彦次郎
一富米太郎
一富虎吉
守本秀
秋山清太
甲斐田藤太
道家正太郎
細川清助
堀田孝太郎
立花実依
光安平信
日比生彦次郎
福田芳太郎
平野俊太郎
古賀憲彰
楢原成一
井上清次郎
中野龍信
益永朋来
清松直衛
樋口陽太郎
赤松スナヲ
徳安寛
鵜川長次郎
伴繁之助
草野道源
中垣弥一郎
中垣実平
鹿毛種蔵
高松直之
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備考

（西哲寺）
村会議員、郡会議員、県会議員

父は医者、小児科医、郡医
父は藩士、鹿児島税務監督局長
正道の弟、県会議員、イネ『三井神力』開発

富豪、村会議員、郡会議員、県会議員
号は好学、随宜園運営（500人）

家系は庄屋、学務委員、戸長、名誉村長

家系は弓術・柔術、柔術道場運営（200人）、村会議員

材木・肥料商、町会議員、三井電気軌道株式会社取締役

富豪、銀行重役、郡村の公職多数、農本主義
田町に開院

校長、名誉村長

人名辞書
－
－
－
－
○
－
○
○
○
－
－
○
○
－
－
○
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
○
－
－
－
重複？
－
－
－
－
－
－
－
－
○
－
－
○
－
－
－
－
－
－

地名
草野
矢作
善導寺
与田
高樋
宮ノ陣
鯉ノ段
味坂
味坂
味坂
松崎
松崎
松崎
金島
小郡
小郡
小郡
仁王丸
仁王丸
仁王丸
仁王丸
仁王丸
赤司
赤司
赤司
赤司
赤司
大城
大城
大城
稲数
稲数
北野
北野
中村
鳥巢
高良村
高良村
高良村
蜷川
蜷川
大堰
大堰
乙丸
乙丸
安永
安永
八重亀
八重亀
八重亀
柳坂

市郡名
山本郡
山本郡
山本郡
山本郡
御原郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御原郡
御原郡
御原郡
御井郡
御原郡
御原郡
御原郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
山本郡
山本郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
山本郡

姓名
鏡山治
中村茂
中牟田恒八
釈能純
井手忠次郎
楠周三郎
本間一郎
田中正道
田中新吾
田中勝
三原政刀
三原久刀
三好（定慶？）
道家精一郎
玉井政記
池内虎太郎
田中実三郎
釈霊曜
釈恵秀
中垣寛太郎
中垣貞吉
楢原万次郎
光安順次郎
南島六太郎
田中芳太郎
宮崎嵩
田本小一郎
中垣省策
太田矢六（郎）
太田中
中孝太郎
中敬三郎
井上清次郎
井上藤吉
楢原成一郎
田中浩
前野登
小柳木又
小柳政五郎
鹿毛敬太
鹿毛知孝平
矢永静（倭）馬
尾関定
中垣成吾
中垣正太郎
田村権蔵
熊谷直衛
立花実衛
大神淳朴
大神正彦
柴田元龍
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備考

大地主、民権家（自由党のリーダー格）、農本主義
日吉神社ほか神職、山川招魂社社司、三井郡神職支会長
家系は鄕士、郡会議員

村会議員

儒医
儒医

出典：「門人名簿補逸」『昆江井上先生』1937年、『三井郡人名辞書』1913年、『筑後名鑑』1932年、『久留米人物誌』1981年
より作成。

人名辞書
－
○
○
○
－
○
－
－
－

地名
柳坂
柳坂
矢作
乙丸
乙丸
吉木
草野
御井町
御井町

市郡名
山本郡
山本郡
山本郡
御井郡
御井郡
山本郡
山本郡
御井郡
御井郡

姓名
柴田
上野雷八
宮原速水
重富一
中垣栄太郎
鏡山権次郎
鏡山久兵衛
権藤可善
権藤嘉納

備考
戸長、県会議員、衆議院議員

酒造家、村会議員、郡会議員、名誉村長、筑肥銀行取締役

村会議員、名誉村長

出典：「門人名簿（追録）」『昆江井上先生』1937年、『三井郡人名辞書』1913年、『筑後名鑑』1932年、『久留米人物誌』1981
年より作成。

注：「市郡名」の（ ）は筆者による。

人名辞書
○
－
－
－
－
－
○
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
○
－
－
－
－
－
－

地名
味坂
久留米
久留米
久留米
久留米
三井
善導寺
石崎
宮ノ陣
本郷
三井
北野町
北野町
大堰村
大堰村
乙丸
北野町
宮ノ陣
三井
三井
小郡
小郡
三井
三井
三井
三井
三井
三井
宮ノ陣
宮ノ陣
宮ノ陣
宮ノ陣
宮ノ陣
大城村
大堰村
久留米市

市郡名
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
（三井郡）
山本郡
御井郡
御井郡
御原郡
（三井郡）
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
（三井郡）
（三井郡）
御原郡
御原郡
（三井郡）
（三井郡）
（三井郡）
（三井郡）
（三井郡）
（三井郡）
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡
御井郡

姓名
佐々木正蔵
石野栄三郎
本荘看月
小本正吾
江中万蔵
高橋弘鎧
久保山遠太
竹中雄三郎
山脇喜代太
尾関章
田中達慈
山口伸吉
石井俊太郎
長野茂
河原兎五郎
高松貞吉
上杉要太郎
本間健太郎
宮崎栄
山川末次郎
三原康次
三原熊来
稲益芳三郎
森田駒吉
矢野徳三郎
中牟田為三郎
中村守雄
松石市太郎
山脇岩雄
関寅太
関久次郎
河原半之丞
森崎彦次郎
三原常五郎
千原仙之助
江上太一郎
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表4 私塾経営者一覧

内容

「先生氏は後藤、字は起雲、通称は顕蔵、筑水と号す。父は周助、母は柳瀬氏、文化十四年某月某日

旧竹野郡恵利村に生る。・・初め重富縄山に学び、後井上知愚の門に遊ぶこと三年、業成り帰りて家

塾を設け子弟を薫陶す。門に及びしもの九百を超えたり。・・」（『浮羽先哲遺芳』2）。1872（明治

5）年11月29日入水、享年56（『浮羽銘鑑』）。

1836（天保7）年12月、竹野郡吉富村に出生。1893（明治26）年、一家で熊本県に移住、1914（大正

3）年12月に死去、享年79（『浮羽銘鑑』）。「先生氏は吉富、名は置孝、後置国と更む。字は晋卿、通

称は亀次郎、復軒と号す。父は岩次、母は中村氏、天保七年十二月十三日竹野郡吉富村に生る。・・

既にして井上直次郎に学ぶ。奇童を以て遇せらる、後淡窓翁の門に遊ぶ。三年業成りて帰り帷を田主

丸町に下し子弟を薫陶す。慶応二年藩其の篤学を賞し二口俸を給す。明治二年藩擢んてて士籍に編し

藩学の教官となす。後命して東京に出て安井息軒に従学せしむ。・・維新後は公務の旁子弟を集め教

養するを常とせり。・・」（『浮羽先哲遺芳』1） ①文久年代2、3年間、田主丸町字中町で漢学を

教える。②1861（文久元）年と1875（明治8）年、竹野村西郷で漢文、作文を教える。教科書は日本

国史、十八史略、大学、論語、中庸、孟子、五経、文章軌範（『浮羽郡教育沿革史資料』）。

1843（天保14）年8月8日、竹野郡隈村に出生。文久2年より長崎にて医学修業。慶応元年帰郷して

医業に従う。小河真文の依頼により、1870（明治3）年4月、久留米に潜入した大楽源太郎を3ヵ月

隠匿し、1871年12月禁獄3年に処された。1881年3月、一家を福島県安積郡原野開拓の久留米開墾社

に移住させた。のち福島・山梨・高知3県の警察官を歴任。1895年2月、台湾総督府民政局に勤務し、

1902年12月退職。晩年は久留米で報徳会の振興に努め、社会教化に尽瘁。1922（大正11）年8月16日

に死去、享年80（『久留米人物誌』）。1854（安政元）年、12歳で昆江に学ぶ。長崎から帰郷し、医業

のかたわら漢籍を教える、1865年から1870年ごろ（『石橋六郎翁伝』）。教科書は大学、論語、中庸、

孟子、五経（『浮羽郡教育沿革史資料』）。

竹野郡田主丸町に出生。願寿寺8世（『浮羽銘鑑』）。1894（明治27）年秋より翌年冬まで文章軌範を

十数人に講じる。1906年10月5日より1920（大正9）年7月30日まで入門者150人、水分校職員のた

め文章軌範を講じ、作文を教える。自坊で詩経、書経、老子、荘子、論語、十八史略、遠思楼など指

導。漢詩の添削は郡内だけでなく、遠方より請う者がいる。1923年5月より田主丸郵便局員、集配人

のため作文を教える（『浮羽郡教育沿革史資料』）。

号は千山、権藤本家7代、儒医で儒学を講じる。1909（明治42）年9月1日に死去、享年74（『久留

米人物誌』）。

1822（文政5）年、御原郡松崎町光應寺に出生。1838（天保9）年から9年知愚に学ぶ。のちに随宜

園を開く（『小郡市史』）。

1862（文久2）年12月3日、竹野郡千年村に出生。1937（昭和12）年12月10日に死去、享年76。1880

（明治13）年10月から1884年3月まで昆江に学ぶ（『昆江井上先生』）。昆江を含め、倉富篤堂、吉富

復軒、米谷春里らに8年学ぶ。1893（明治26）年、私塾弘道館を吉井町圓應寺に起こして子弟を教え

る（『浮羽銘鑑』）。

出典：『浮羽先哲遺芳』1・2（1915年・1919年）、『浮羽郡教育沿革史資料』1930年、『浮羽銘鑑』1940年、『久留
米人物誌』1981年、『石橋六郎翁伝』1934年、『小郡市史』第2巻、2003年、『昆江井上先生』1937年、より
作成。

塾名

不詳

吉富塾

不詳

不詳

不詳

随宜園

弘道館

人名

後藤顕蔵

吉富復軒

石橋六郎

福田硯寿

権藤嘉納

三好貞慶

石井眞太郎
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福
田
芳
太
郎
は
、
御
井
郡
大
城
村
に
生
ま
れ
、
村
会
議
員
、
郡
会
議
員
、
大
城

村
長
な
ど
の
公
職
を
歴
任
し
て
い
る
。
地
元
の
養
蚕
業
の
振
興
に
努
め
、
ま
た
三

井
電
気
軌
道
株
式
会
社
監
査
役
と
な
り
、
九
州
鉄
道
（
現
西
日
本
鉄
道
）
へ
の
合

併
に
力
を
尽
く
し
て
い
る42

。
柳
園
塾
の
存
在
し
て
い
る
、
地
元
の
名
士
と
い
っ
て

よ
い
。

久
保
山
遠
太
は
、
浮
羽
郡
浮
羽
村
の
石
井
家
に
生
ま
れ
、
山
本
郡
善
導
寺
村
の

久
保
山
家
を
継
ぎ
、
家
業
の
酒
造
業
に
従
事
し
て
い
る
。
銘
酒
『
朝
凪
』
は
品
質

に
優
れ
、そ
の
名
声
は
山
本
郡
外
に
も
知
ら
れ
て
い
た
。村
会
議
員
、郡
会
議
員
、

善
導
寺
村
長
な
ど
の
公
職
を
務
め
、
ま
た
筑
肥
銀
行
専
務
取
締
役
に
就
き
、
経
営

再
建
に
成
功
し
て
い
る43

。

お
わ
り
に

井
上
知
愚
・
昆
江
の
父
子
は
、
咸
宜
園
で
学
ん
だ
あ
と
、
郷
里
で
漢
学
塾
を
開

き
、
漢
詩
文
を
重
視
し
月
旦
評
を
採
用
す
る
な
ど
、
咸
宜
園
方
式
を
取
り
入
れ
た

教
育
を
行
っ
た
。
門
人
は
柳
園
塾
近
辺
の
指
導
層
、
知
識
層
の
子
弟
が
中
心
で
あ

り
、
の
ち
に
そ
の
出
身
地
の
指
導
者
に
な
る
人
物
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

筆
者
が
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
三
井
郡
の
指
導
層
は
近
世
か
ら
近
代
へ
転
換
し

て
い
く
な
か
で
も
地
位
や
立
場
を
維
持
し
て
お
り
、
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
。
と
す
る
と
、
柳
園
塾
は
こ
の
維
持
に
対
し
、
結
果
的
に
貢
献
し
た
と
も

考
え
ら
れ
よ
う
。

最
後
に
い
く
つ
か
課
題
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
庄
屋
や
名
主
に
代
表
さ

れ
る
村
役
人
た
ち
は
、
明
治
政
府
に
よ
り
地
域
の
総
責
任
者
と
し
て
戸
長
や
副
戸

長
に
任
命
さ
れ
た
者
が
多
か
っ
た
。
明
治
政
府
は
町
村
民
に
近
く
、
影
響
力
の
あ

る
地
域
の
指
導
層
を
責
任
者
に
す
る
の
が
得
策
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
庄
屋
、
豪
農
な
ど
近
世
の
指
導
層
が
、
戸
長
、
副
戸
長
な
ど
近
代

の
指
導
層
に
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地
域
の
責
任
者
の

顔
ぶ
れ
は
、
政
治
体
制
が
変
わ
っ
て
も
維
持
さ
れ
た
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
柳
園

塾
に
学
ん
だ
人
た
ち
に
指
導
層
が
多
か
っ
た
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う

か
、
ま
た
地
域
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
柳
園

塾
は
明
治
に
な
っ
て
も
漢
学
を
中
心
に
教
え
た
が
、
近
代
化
は
欧
米
の
学
問
を
必

須
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
地
域
の
指
導
層
が
近
代
化
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
そ
の
影

響
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
咸
宜
園
の
門
人
が
郷
里
で
私
塾
を
経
営
し
、
さ
ら
に
そ
の
門
人
が
私
塾

を
開
く
と
い
っ
た
系
譜
が
続
く
の
は
、
本
文
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
筑
後
国

は
豊
前
国
で
あ
る
日
田
に
接
し
て
お
り
、
咸
宜
園
の
影
響
は
時
間
を
か
け
て
広
く

展
開
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
従
来
、
咸
宜
園
の
教
育
は
、
そ
の

方
法
や
漢
文
そ
の
も
の
の
修
得
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
一
方
、

咸
宜
園
、
そ
の
系
譜
に
あ
た
る
私
塾
の
思
想
性
や
政
治
性
は
ほ
と
ん
ど
考
察
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
同
じ
柳
園
塾
出
身
の
門
人
た
ち
の
そ
の
後
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
た
と
え
ば
、
明
治
以
降
の
三
井
郡
の
政
界
は
「
民
党
」
と
「
非
民
党
」
に
分

か
れ
、
両
者
の
対
立
は
激
し
か
っ
た
が
、
柳
園
塾
出
身
者
同
士
が
両
陣
営
に
属
し

て
、
衆
議
院
議
員
選
挙
や
県
議
会
議
員
選
挙
で
鎬
を
削
っ
て
い
る44

。
三
井
郡
の
政

党
・
政
派
で
い
う
と
、
柳
園
塾
出
身
者
同
士
で
長
い
間
、
激
し
く
争
っ
て
い
る
の

が
わ
か
る
。
そ
の
一
方
、
柳
園
塾
出
身
者
た
ち
は
履
歴
を
重
ね
る
な
か
で
、
お
互

一
一
〇



い
に
便
宜
を
図
っ
た
り
、
協
力
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る45

。

柳
園
塾
出
身
者
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
、
興
味
深

い
。最

後
に
、
私
塾
が
学
制
へ
の
対
応
を
含
め
て
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
閉
塾
し

て
い
く
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
明
治
以
降
、

私
塾
が
地
域
社
会
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
、
よ
く
わ

か
ら
な
い
ま
ま
で
は
な
い
だ
ろ
う
か46

。
そ
う
し
た
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
に
よ

り
、
私
塾
を
ト
ー
タ
ル
で
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

1
『
筑
後
名
鑑
』
は
、
三
井
郡
（
一
九
三
二
年
）
の
ほ
か
に
、
久
留
米
市
（
一
九
二
二

年
）、
八
女
郡（
一
九
二
四
年
）を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
久
留
米
市
は
、
歴
史
、

地
勢
、
旧
跡
、
現
代
の
人
名
録
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
八
女
郡
は
、
日
本
の
通
史
、

地
方
史
、
懐
良
親
王
の
事
蹟
、
学
校
や
会
社
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

2

大
城
村
教
育
委
員
会
『
大
城
村
郷
土
読
本
』
一
九
五
四
年
、
一
六
〇
頁
に
よ
る
と
、

塾
は
昆
江
が
亡
く
な
る
一
八
八
八
年
ま
で
続
い
た
と
あ
る
。
一
方
、
昆
江
は
一
八
八

五
年
に
故
郷
を
離
れ
、
咸
宜
園
で
教
え
て
い
る
が
、
塾
を
ど
う
し
た
の
か
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
。
詳
し
く
は
、
第
1
章
第
2
節
を
参
照
。

3

私
塾
に
関
す
る
研
究
状
況
は
、
海
原
徹
「
近
世
日
本
の
私
塾
」（
日
田
市
教
育
庁
世

界
遺
産
推
進
室
『
廣
瀬
淡
窓
と
咸
宜
園
―
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
と
し
て
』
日
田
市

教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
）、
川
村
肇「
教
育
思
想
と
藩
校
・
私
塾
に
関
す
る
研
究
」

（
教
育
史
学
会
編
『
教
育
史
研
究
の
最
前
線
Ⅱ
』
六
花
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
を
参

考
に
し
た
。

4

二
〇
〇
〇
年
以
降
の
主
な
研
究
書
だ
け
で
も
、
深
町
浩
一
郎
『
広
瀬
淡
窓
』（
西
日

本
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
海
原
徹『
広
瀬
淡
窓
と
咸
宜
園
―
こ
と
ご
と
く
皆
宜
し
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）、
高
橋
昌
彦
『
廣
瀬
淡
窓
』（
思
文
閣
、
二
〇

一
六
年
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

5

咸
宜
園
の
調
査
研
究
は
、
二
〇
一
〇
年
度
に
発
足
し
た
大
分
県
日
田
市
の
「
咸
宜

園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

6

生
馬
寛
信
編
『
幕
末
維
新
期
漢
学
塾
の
研
究
』（
渓
水
社
、
二
〇
〇
三
年
）
の
な
か

に
、
城
下
や
郷
村
の
漢
学
塾
の
研
究
が
含
ま
れ
て
い
る
。
池
田
雅
則
『
私
塾
の
近
代

―
越
後
・
長
善
館
と
民
の
近
代
教
育
の
原
風
景
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四

年
）
は
、
お
も
に
明
治
以
降
の
地
方
の
漢
学
塾
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

7

文
部
大
臣
官
房
報
告
課
『
日
本
教
育
史
資
料
九
』
一
八
九
二
年
、
三
〇
七－

三
一

〇
頁
に
、
福
岡
県
の
私
塾
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
柳
園
塾
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

8

海
原
徹
『
近
世
私
塾
の
研
究
』（
思
文
閣
、
一
九
八
三
年
）。
木
村
政
伸
『
近
世
地

域
教
育
史
の
研
究
』（
思
文
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
は
、
寺
子
屋
や
私
塾
と
い
っ
た
類
型

に
そ
っ
て
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、「
地
域
」
の
教
育
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
を

説
い
て
い
る
。

9

木
村
亀
齢
『
北
野
町
史
誌
』（
三
井
郡
北
野
町
教
育
委
員
会
、
一
九
六
九
年
）
一
九

五
頁
に
よ
る
と
、
知
愚
の
時
に
「
集
る
も
の
五
百
人
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
昆
江
の

塾
長
時
代
も
合
わ
せ
た
門
人
の
総
数
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

10

知
愚
・
昆
江
の
略
歴
は
、
倉
富
了
一
『
昆
江
井
上
先
生
』
一
九
三
七
年
、
を
中
心

に
、
咸
宜
園
時
代
は
、
渡
辺
み
か
・
吉
田
博
嗣
「
咸
宜
園
門
下
生
略
伝
（
六
）
井
上

知
愚
・
井
上
昆
江
」（
日
田
市
教
育
庁
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
咸
宜
園
教
育

一
一
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研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
八
号
、
日
田
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
九
年
）
を
参

照
し
て
い
る
。

11

日
田
郡
教
育
会
編
『
増
補
淡
窓
全
集
』
中
巻
（
思
文
閣
、
一
九
七
一
年
復
刻
）
一

九
七
頁
。

12

同
前
、
二
九
七
頁
。

13

同
前
、
三
四
二
頁
。

14
『
淡
窓
日
記
』
は
、
一
八
二
五
年
八
月
か
ら
十
二
月
ま
で
知
愚
に
つ
い
て
の
記
述
は

な
い
。
ま
た
、『
淡
窓
日
記
』
は
一
八
二
六
年
と
二
七
年
の
二
年
間
存
在
し
な
い
。
知

愚
は
一
八
二
七
年
の
春
に
淡
窓
を
訪
れ
て
い
る
。
以
上
の
状
況
か
ら
判
断
し
た
次
第

で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
前
掲
「
咸
宜
園
門
下
生
略
伝
（
六
）
井
上
知
愚
」
を
参
照
。

15

前
掲
『
増
補
淡
窓
全
集
』
上
巻
、
三
三
一
頁
。

16
「
柳
園
塾
」
と
い
う
名
称
は
、
い
つ
つ
け
ら
れ
た
の
か
、
明
確
で
は
な
い
。
知
愚
が

亡
く
な
り
、
昆
江
が
あ
と
を
継
い
だ
と
き
に
名
付
け
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
（
篠
原

正
一
『
久
留
米
人
物
史
』
久
留
米
人
物
誌
刊
行
委
員
会
、
一
九
八
一
年
、
六
八
頁
）。

17

恒
遠
俊
輔
『
幕
末
の
私
塾
・
蔵
春
園

教
育
の
源
流
を
た
ず
ね
て
』（
葦
書
房
、
一

九
九
二
年
）
八
五
頁
。

18

田
主
丸
町
誌
編
集
委
員
会
『
田
主
丸
町
誌

第
三
巻

ム
ラ
と
ム
ラ
び
と
下
』（
田

主
丸
町
、
一
九
九
七
年
）
三
五
七
頁
。

19

後
藤
顕
蔵
、
本
間
一
郎
、
上
野
雷
八
ら
が
両
塾
で
学
ん
で
い
る
（
前
掲
『
昆
江
井

上
先
生
』、
浮
羽
史
談
会
『
浮
羽
先
哲
遺
芳
二
』
一
九
一
九
年
、
小
俣
慤
編
『
三
井
郡

人
名
辞
書
』
一
九
一
三
年
）。

20

前
掲
『
増
補
淡
窓
全
集
』
下
巻
、
八
五
五
頁
。

21

同
前
、
九
八
二－

九
八
五
頁
。

22

吉
田
博
嗣
の
試
算
に
よ
る
と
、
九
級
に
到
達
し
た
の
は
、
条
件
に
該
当
す
る
門
人

三
一
〇
〇
人
の
う
ち
、
わ
ず
か
四
〇
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
、
入
塾
後
三

年
未
満
で
九
級
に
到
達
し
た
塾
生
は
六
人
で
あ
り
、
入
塾
時
に
十
歳
代
だ
っ
た
の
は

二
人
で
あ
っ
た
（「
咸
宜
園
と
月
旦
評
―
九
級
に
達
し
た
門
人
た
ち
」
咸
宜
園
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
『
図
説
咸
宜
園
―
近
世
最
大
の
私
塾
』
日
田
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一

七
年
）。
昆
江
は
十
七
歳
で
入
塾
し
、
三
年
一
ヶ
月
で
九
級
に
達
し
て
い
る
。
昆
江
は

六
人
の
な
か
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
極
め
て
優
秀
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

23

前
掲
『
増
補
淡
窓
全
集
』
下
巻
、
九
九
二
―
九
九
三
頁
。

24
『
廣
瀬
本
家
日
記
』（
公
益
財
団
法
人
廣
瀬
資
料
館
所
蔵
）
に
よ
る
と
、
昆
江
が
一

八
八
五
年
九
月
二
十
七
日
、
咸
宜
園
に
到
着
し
た
こ
と
、
翌
一
八
八
六
年
五
月
十
日
、

近
々
筑
後
へ
戻
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
昆
江
は
日
田
へ
来
て
八
ヶ

月
も
経
た
ず
に
郷
里
へ
帰
っ
た
こ
と
に
な
る
。

25

前
掲
『
図
説
咸
宜
園
』
四
四
頁
。

26

柳
園
塾
は
学
制
に
対
応
し
て
、
狭
義
の
普
通
科
と
し
て
「
柳
園
学
校
」
と
改
称
し
、

数
科
目
の
学
科
を
設
け
た
が
、
依
然
と
し
て
漢
学
が
中
心
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
大
城

村
郷
土
読
本
』
一
六
〇
頁
）。
同
様
な
指
摘
は
、
他
に
も
み
ら
れ
る
。

27

同
前
、
一
六
二
頁
。

28

宮
原
サ
メ
「
ご
挨
拶
」（
前
掲
『
昆
江
井
上
先
生
』）。

29

前
掲
『
昆
江
井
上
先
生
』
二
二
頁
。

30

同
前
。

31

同
前
、
二
三
頁
。

32

同
前
。

33

前
掲
『
図
説
咸
宜
園
』
五
三－

六
八
頁
に
よ
る
と
、
咸
宜
園
は
月
旦
評
の
評
価
対

一
一
二



象
と
し
て
、「
課
業
」「
試
業
」「
消
権
」
の
三
つ
の
学
習
課
程
が
あ
り
、
毎
月
一
日
に

月
旦
表
を
作
成
し
て
い
る
。

34

前
掲
『
昆
江
井
上
先
生
』
二
一
頁
。

35

同
前
、
二
一
七－
二
二
三
頁
。

36

同
前
、
二
二
〇
頁
。

37

同
前
、
二
二
三
頁
。

38

前
掲
『
廣
瀬
淡
窓
と
咸
宜
園
』
二
五
〇－

二
五
四
頁
。

39

前
掲
『
浮
羽
先
哲
遺
芳
二
』
三
六－
三
七
丁
。

40

倉
富
了
一
『
石
橋
六
郎
翁
伝
』
一
九
三
四
年
、
六－

一
二
頁
。

41

前
掲
『
三
井
郡
人
名
辞
書
』
一
七
九－

一
八
一
頁
。
詳
し
く
は
、
時
里
奉
明
「
佐
々

木
正
蔵
小
論
―
筑
後
川
の
「
治
水
翁
」
と
呼
ば
れ
て
」（
小
郡
市
郷
土
史
研
究
会
『
故

郷
の
花
』
第
四
〇
号
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

42

前
掲
『
三
井
郡
人
名
辞
書
』
一
五
四－

一
五
五
頁
。

43

同
前
、
一
二
五
頁
。

44

小
郡
市
史
編
集
委
員
会
編
『
小
郡
市
史

第
二
巻

通
史
編

中
世
・
近
世
・
近

代
』
二
〇
〇
三
年
、
九
八
七－

一
〇
一
八
頁
。
三
井
郡
は
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期

ま
で
、
一
八
九
〇
年
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
の
「
民
党
」
と
「
非
民
党
」
の
対
抗

関
係
の
構
図
が
基
本
的
に
続
い
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一

八
九
二
年
第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
池
内
虎
太
郎
（
民
党
）
と
佐
々
木

正
蔵（
非
民
党
）、
ま
た
一
九
〇
三
年
の
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
三
原
久
刀（
民

党
系
）
と
田
中
新
吾
（
非
民
党
系
）
が
同
じ
選
挙
区
で
立
候
補
し
、
激
戦
に
な
っ
て

い
る
。
四
人
と
も
柳
園
塾
出
身
者
で
あ
っ
た
。

45

佐
々
木
正
蔵
と
田
中
新
吾
は
、
出
身
地
が
近
く
、
と
も
に
柳
園
塾
で
学
ん
で
い
る
。

そ
の
後
、
佐
々
木
は
衆
議
院
議
員
と
し
て
、
田
中
は
県
議
会
議
員
と
し
て
、
筑
後
川

の
治
水
に
共
闘
、
尽
力
し
て
い
る
（
時
里
前
掲
論
文
）。
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池
田
前
掲
書
は
、明
治
時
代
に
お
け
る
個
別
の
私
塾
越
後
・
長
善
館
を
取
り
上
げ
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
に
包
摂
さ
れ
る
前
の
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
地
域
性
を
ふ
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

（
と
き
さ
と

の
り
あ
き
：
日
本
語
・
日
本
文
学
科

教
授
）

一
一
三





時

里

奉

明

―
筑
後
国
御
井
郡
の
柳
園
塾
―

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
私
塾
と
地
域
社
会

第
三
十
号

二
〇
一
九
年

人
間
文
化
研
究
所
年
報

筑
紫
女
学
園
大
学


